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令和４年（わ）第３６９４号 詐欺、加重収賄被告事件 

主       文 

被告人を懲役１年６月に処する。 

この裁判が確定した日から３年間その刑の執行を猶予する。 

被告人から６万４３４３円を追徴する。 

理       由 

（罪となるべき事実） 

 被告人は、平成３１年４月１日から令和４年３月３１日までの間、大阪府藤井寺

市立Ａ中学校校長として、同校の校務をつかさどり、所属職員を監督するなどの職

務に従事するとともに、令和２年４月３０日から同年７月３０日までの間、同市立

学校教科用図書選定委員会委員を兼務し、同市教育委員会の諮問に応じて、同市立

小中学校において使用する教科用図書について調査審議し、意見を答申するなどの

職務に従事していたものであるが 

第１ 令和２年７月３０日に同教育委員会が行った教科用図書の採択に関し、同年

４月２３日から同年６月２５日までの間、大阪府内において、電話及びメッセ

ージで、Ｂ株式会社従業員であるＣに対し、同教育委員会の諮問を受けた前記

選定委員会に必要な調査研究を行う調査員の氏名や同調査員らが教科用図書を

調査研究して作成した資料は、採択を公正に行うために秘密事項とされている

にもかかわらず、自己が校長を務める前記Ａ中学校教職員の中から任命予定の

調査員の氏名や前記調査員ら作成に係る資料の内容を教示するなどし、別表１

（省略）記載のとおり、同年７月３日から同月１１日までの間、３回にわたり、

大阪府大阪狭山市ａ丁目ｂ番ｃ号所在の「Ｄ」等３か所において、Ｂ株式会社

常務取締役Ｅらから、これら一連の職務上不正な行為をしたことに対する謝礼

等の趣旨のもとに供与されるものであることを知りながら、現金３万円の供与

を受けるとともに、代金合計２万３８４０円相当の飲食の接待及びプレー料金

等１万５０３円相当の接待を受け、もって自己の職務上不正な行為をしたこと
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に関し、賄賂を収受し 

第２ 前記Ａ中学校教職員らによる同校修学旅行の下見旅行に係る旅費の名目で大

阪府から金銭をだまし取ろうと考え、別表２（省略）記載のとおり、令和２年

８月５日から令和３年１１月８日までの間、４回にわたり、大阪府藤井寺市ｄ

町ｅ番ｆ号所在の前記Ａ中学校において、真実は、別表２記載の各修学旅行下

見宿泊先への下見旅行の移動には同校教職員らの自家用車を利用し、公共交通

機関を利用した事実はないのに、これを利用したかのように装い、同校事務員

Ｆに指示し、大阪府とオンラインで接続されている「総務サービス事務システ

ム」を利用して、各下見旅行の移動に公共交通機関を利用した旨の虚偽の内容

を入力させて旅費を請求し、大阪府教育庁学校総務サービス課非常勤・旅費グ

ループ職員らをして、同入力内容どおり、公共交通機関を利用して各下見旅行

が行われた旨誤信させ、よって、令和２年８月１７日から令和３年１１月１７

日までの間、４回にわたり、大阪府職員をして、Ｇ銀行Ｈ支店に開設された資

金前渡職員Ａ中学校校長Ｉ名義の普通預金口座に、各下見旅行に係る鉄道賃と

して合計４４万４８８０円を振込入金させ、もって人を欺いて財物を交付させ 

たものである。 

（量刑の理由） 

 第１の各事実は、市立中学校の校長であり、市立小中学校で使用する教科書の採

択手続に関する委員でもあった被告人が、当該手続に関する秘密を懇意にしていた

教科書会社従業員に漏洩し、その謝礼等の趣旨で、現金や飲食接待、ゴルフプレー

料金等の賄賂を収受した事案である。教科書採択手続の公正性や社会一般の信頼を

大きく害した被告人には強い非難が妥当する上、判示事実は教科書会社との長年の

癒着がもたらしているというのであるから、起訴された収受額が比較的低額にとど

まることを踏まえても、刑事責任は相応に重い。 

 第２の各事実は、修学旅行の下見旅行に関する旅費につき、用いた交通手段を虚

偽申告し、複数回にわたり詐取した事案であり、教員らの旅費請求を監督すべき市



 

3 

立中学校の校長という立場にありながら、４４万円を超える公金をだまし取った点

で軽視できない。 

 これらの犯情に加え、被告人に前科がないこと、起訴事実で収受した賄賂相当額

を贖罪寄付し、詐取した旅費相当額についても返金が見込まれることを考慮すれば、

被告人に対しては、処断刑の最下限を上回る執行猶予付きの懲役刑が相当であり、

他に被告人が罪を認めていること等も踏まえ、主文の刑を定めた。 

（求刑 懲役１年６月、主文同旨の追徴） 

  令和５年１月２５日 

    大阪地方裁判所第５刑事部 

 

 

        裁判長裁判官    中川 綾子 
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           裁判官    西村 拓己 


